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福祉ぐんま №263（2017 冬号）

協
議
体
・
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
は

　

協
議
体
と
は
、
住
民
を
含
む
地
域
の
多

様
な
主
体
が
集
ま
り
、
定
期
的
な
情
報
の

共
有
や
連
携
を
強
化
す
る
場
で
す
。
多
様

な
主
体
と
は
主
に
区
長
、
民
生
委
員
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

で
す
が
、
地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
が
参
画
し
て
い
ま
す
。
社
会
福

祉
協
議
会
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
も

関
わ
り
ま
す
。
ま
た
、
協
議
体
の
設
置
主

体
で
あ
る
市
町
村
は
、
あ
く
ま
で
も
側
面

的
支
援
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
多
様
な
主

体
が
主
役
と
な
り
話
し
合
い
を
進
め
ま
す
。

　

協
議
体
で
は
地
域
に
す
で
に
あ
る
支
え

あ
い
活
動
に
関
す
る
情
報
を
共
有
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
高
齢
者
の
困
り
ご
と
を

把
握
す
る
な
ど
の
活
動
を
し
ま
す
。
そ
の

中
で
サ
ロ
ン
や
居
場
所
、
見
守
り
活
動
な

ど
そ
の
地
域
に
必
要
な
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
創
出
な
ど
、
そ
の
地
域
な
ら
で
は
の

支
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
協
議

体
と
一
体
と
な
り
、
地
域
の
支
え
あ
い
の

体
制
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
の

養
成
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
、
関

係
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
を
行

う
調
整
役
で
す
。

　

協
議
体
や
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
は
各
市
町
村
の
第
１
層
（
市
町
村
域
）

お
よ
び
第
２
層
（
中
学
校
区
等
の
日
常
生

活
圏
域
）
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
・
配
置
さ
れ

ま
す
。
全
て
の
市
町
村
の
第
１
層
・
第
２

層
に
協
議
体
を
設
置
し
、
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
す
る
取
り
組
み
の

期
限
は
平
成
30
年
度
内
と
さ
れ
、
県
内
の

各
市
町
村
で
は
期
限
内
の
設
置
・
配
置
に

向
け
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
を
開
催
し
ま
し
た

　

平
成
29
年
11
月
６
日（
月
）・
17
日（
金
）

に
平
成
29
年
度
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
養
成
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。
69
名

の
修
了
者
は
、コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、

県
内
各
地
で
支
え
あ
い
の
体
制
づ
く
り
に

取
り
組
み
ま
す
。

　平成27年４月の介護保険制度改正により、新しい介護予防・日常生活支援総合事業が開始され、住

民主体の生活支援サービスが介護保険制度の中に位置づけられました。その背景には、今後さらに進

展する高齢化や単身世帯の増加による高齢者のさまざまな困りごとに対応していくため、専門職によ

るサービスだけでなく、住民同士の支えあいにより高齢者の生活を地域で支える取り組みが必要とさ

れている状況があります。

　これにより各市町村では高齢者の困りごとに応え、誰もが安心した生活を住み慣れた地域で送るこ

とができるよう住民主体の支えあいの体制づくりを推進する「生活支援体制整備事業」に取り組むこ

とになりました。

　「生活支援体制整備事業」では各市町村に設置された「協議体」と「生活支援コーディネーター」

が一体となり、地域における支えあいの仕組みづくりを担います。

　県内市町村でも本格的に動き出しているこの「生活支援体制整備事業」の取り組みをご紹介します。

特 集

～生活支援体制整備事業の取り組みが進められています～

地域の支えあい体制づくりに向けて

２日目の演習の様子
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県
内
の
取
り
組
み
状
況

高
崎
市

○
第
２
層
協
議
体
の
取
り
組
み

　

現
在
、
26
の
第
２
層
協
議
体
が
発
足
し

活
動
し
て
い
ま
す
。
市
域
が
広
く
地
域
特

性
も
異
な
る
た
め
、
地
域
ご
と
の
協
議
体

が
し
っ
か
り
機
能
す
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
、第
２
層
か
ら
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

そ
の
際
、「
高
齢
者
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
」

と
し
て
市
内
26
か
所
に
展
開
し
て
い
た
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
担
当
す
る
地
区

を
第
２
層
の
圏
域
と
し
ま
し
た
。

　

協
議
体
は
何
回
か
の
勉
強
会
を
経
て
発

足
し
ま
す
。
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
と
社
協

の
担
当
者
と
が
仕
掛
け
役
と
な
り
、
そ
の

地
域
の
関
係
者
や
関
心
の
あ
る
方
に
参
加

を
呼
び
掛
け
、
制
度
や
支
え
あ
い
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を
開
催
し
ま

す
。
市
の
担
当
課
職
員
と
、
２
名
の
第
１

層
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
も
一
緒

に
参
加
し
ま
す
。こ
の
勉
強
会
を
数
回
続
け
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
市
職
員

が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
参
加
者
同
士

で
意
見
交
換
を
重
ね
る
こ
と
で
、
住
民
主

体
の
協
議
体
が
発
足
し
て
い
き
ま
す
。

　

各
協
議
体
の
メ
ン
バ
ー
は
お
よ
そ
10
名

〜
20
名
で
、
概
ね
月
に
１
回
集
ま
り
、
地

域
の
情
報
を
共
有
し
、
高
齢
者
等
の
困
り

ご
と
の
把
握
、
協
議
体
の
存
在
や
支
え
あ

い
の
活
動
の
住
民
へ
の
周
知
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
こ
と
を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
会
議
を
重
ね
て
き
た
地
区
で
は
、

た
と
え
ば
買
っ
た
荷
物
を
運
ぶ
の
を
手

伝
っ
た
り
、
誰
で
も
気
軽
に
集
え
る
居
場

所
が
立
ち
上
が
っ
た
り
と
、
そ
の
地
域
の

中
で
「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
思
う
支
え

あ
い
が
実
際
に
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

支
え
あ
い
の
活
動
の
芽
を
見
つ
け
出
し
、

そ
の
協
力
者
を
つ
な
い
で
実
現
し
て
い
く

と
い
う
こ
と
が
、
協
議
体
の
役
割
と
い
え

る
と
思
い
ま
す
。

○
今
後
の
取
り
組
み

　

今
年
度
は
、
第
２
層
協
議
体
同
士
が
進

捗
状
況
な
ど
を
共
有
す
る
「
情
報
交
換
会
」

を
２
か
月
に
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
今

後
は
こ
れ
ま
で
２
年
間
か
け
て
作
っ
て
き

た
第
２
層
協
議
体
の
こ
れ
ら
の
活
動
を
基

盤
に
、
市
全
体
と
し
て
の
第
１
層
協
議
体

の
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

み
な
か
み
町

○
第
１
層
協
議
体
の
取
り
組
み

　

平
成
27
年
12
月
か
ら
協
議
体
の
設
置
に

向
け
勉
強
会
を
行
い
、
平
成
28
年
３
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
層
協
議
体
は
、
医
療
関
係
者
や
介

護
事
業
所
、
薬
局
、
社
協
、
行
政
、
第
２

層
の
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
３
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

主
に
町
全
体
の
課
題
に
関
す
る
情
報
交

換
や
第
２
層
協
議
体
の
進
捗
状
況
の
報
告

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
第
２
層
協
議
体
の
取
り
組
み

　

み
な
か
み
町
で
は
合
併
前
の
旧
町
村

（
月
夜
野
・
水
上
・
新
治
）
を
第
２
層
の
圏

域
と
し
、
す
で
に
各
圏
域
に
協
議
体
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
４
月
か
ら
み

な
か
み
町
社
協
が
主
体
と
な
り
協
議
体
の

設
置
に
向
け
全
て
の
圏
域
で
一
体
的
に
勉

強
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
27
年
12

月
に
は
各
地
域
で
第
２
層
協
議
体
の
前
身

と
な
る
地
区
懇
談
会
を
開
始
、
地
域
の
課

題
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、

新
し
い
総
合
事
業
の
説
明
や
小
地
域
福
祉

活
動
の
重
要
性
の
確
認
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
平
成
28
年
６
月
に
各
圏
域
で
協
議
体

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
区
長
や

民
生
委
員
、
老
人
ク
ラ
ブ
役
員
な
ど
住
民

を
主
体
と
し
た
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

協
議
体
で
の
話
し
合
い
に
よ
り
、
買
い

物
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
解
決
す
る
た
め
、

地
元
の
商
店
の
協
力
に
よ
り
移
動
販
売
を

開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
サ
ロ
ン
の
担
い

特集 地域の支えあい体制づくりに向けて

手
不
足
が
課
題
と
な
り
、
担
い
手
養
成
講

座
の
開
催
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動

に
つ
い
て

　

第
２
層
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
み
な

か
み
町
社
協
の
本
所
お
よ
び
水
上
支
所
、

新
治
支
所
に
１
名
ず
つ
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

主
に
第
２
層
協
議
体
の
企
画
実
施
、
第

１
層
協
議
体
へ
の
参
画
、
各
地
区
サ
ロ
ン

と
の
連
絡
調
整
、
健
康
教
室
の
実
施
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
や
行
政
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
地
域
の
支
え
あ
い
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

協議体でのワークショップの様子

第２層協議体（月夜野地区）
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「
互
い
に
支
え
あ
う
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
」

平
成
29
年
度 

群
馬
県
社
会
福
祉
大
会

群馬県介護支援専門員実務研修受講試験
　

本
会
で
は
、
平
成
19
年
度
よ
り

群
馬
県
の
委
託
を
受
け
、
ま
た
、

平
成
22
年
度
よ
り
指
定
試
験
実
施

機
関
と
し
て
、
群
馬
県
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
は
、
介
護
支
援
専
門

員
の
養
成
に
あ
た
り
、
介
護
支
援

専
門
員
実
務
研
修
を
受
講
す
る
前

段
と
し
て
、
事
前
に
必
要
な
専
門

知
識
等
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
す
る
た
め
行
う
も
の
で
す
。

　

介
護
支
援
専
門
員
は
、
介
護
保

険
に
規
定
さ
れ
た
専
門
職
と
し
て
、

要
介
護
者
や
家
族
か
ら
の
相
談
に

応
じ
、
要
援
護
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
本
人

や
家
族
の
意
向
、
心
身
の
状
態
等

　

11
月
20
日（
月
）に
昌
賢
学
園
ま

え
ば
し
ホ
ー
ル
（
前
橋
市
民
文
化

会
館
）
に
て
１
、１
０
０
名
を
越
え

る
社
会
福
祉
関
係
者
が
一
堂
に
会

し
、
本
県
に
お
け
る
福
祉
活
動
の

更
な
る
普
及
と
社
会
福
祉
の
一
層

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
標
記
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
北
海
道
旭
山

動
物
園
園
長
の
坂
東
元
さ
ん
よ
り

「
伝
え
る
の
は
命
の
輝
き
」
と
題
し

て
、
旭
山
動
物
園
で
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
人
間
と
動
物
・
自
然

と
の
共
生
・
調
和
、
命
を
つ
な
ぐ

こ
と
の
大
切
さ
等
に
つ
い
て
ご
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
後
半
の
式
典
で
は
多
年

に
わ
た
り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功

を
勘
案
し
、
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ

ラ
ン
）
を
作
成
し
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
策
定
後
は
、
要
介
護
者
や
家

族
の
状
況
に
応
じ
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
変

更
・
修
正
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
試
験
を
受
験
で
き
る
方
は
、
保

健
・
医
療
・
福
祉
の
分
野
で
、
原
則
５

年
以
上
か
つ
９
０
０
日
以
上
の
対
人
援

助
業
務
に
従
事
し
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

本
年
度
は
、
10
月
８
日（
日
）に
実
施

し
、
１
、９
３
９
名
が
受
験
し
、
４
２

８
名
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

合
格
者
に
は
、
今
後
実
務
研
修
修
了

後
、
介
護
支
援
専
門
員
証
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
介
護
現
場
で
の
良
質
な
サ
ー
ビ

ス
提
供
に
向
け
、
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

績
の
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
と
敬
意
を
表
し
、

社
会
福
祉
事
業
功
労
者
の
表
彰
な
ら
び
に

感
謝
状
の
授
与
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
顕

彰
受
賞
校
で
あ
る
榛
東
村
立
北
小
学
校
の

活
動
状
況
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
の
最
後
に
は
、
生
活
困
窮
や
社
会

的
孤
立
の
支
援
、
福
祉
人
材
の
確
保
な
ど

社
会
福
祉
に
関
す
る
今
日
的
な
課
題
の
解

決
に
向
け
た
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も

に
、「
地
域
共
生
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
し

た
大
会
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

式典の様子

記念講演の様子（板東氏）

年度別受験者及び合格者数
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平
成
29
年
９
月
10
日
（
日
）、

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
教
育
委
員
会
を

含
む
行
政
、
社
会
福
祉
法
人
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、社
会
福
祉
協
議
会
、

個
人
等
の
多
岐
に
わ
た
り
、

合
計
２
０
０
名
を
越
え
る
参

加
申
込
を
い
た
だ
き
、
社
会

活
動
家
・
法
政
大
学
教
授
の

湯
浅 

誠
氏
か
ら
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
多
く
の
人
が

当
た
り
前
と
感
じ
る
出
来
事

も
、
こ
ど
も
食
堂
に
参
加
す

る
子
ど
も
に
は
当
た
り
前
で

は
な
い
こ
と
が
あ
る
。
時
間

を
か
け
て
多
様
な
体
験
を
さ

せ
る
こ
と
が
大
切
。
カ
ロ
リ
ー

だ
け
で
な
く
、
心
の
栄
養
も

必
要
。」
と
の
言
葉
が
印
象
的

で
し
た
。

　

講
演
後
は
、
県
内
で
こ
ど

も
食
堂
を
既
に
実
施
さ
れ
て

い
る
団
体
か
ら
事
例
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法
人
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

行
政
と
様
々
な
立
場
か
ら
実
施
し

て
い
る
こ
ど
も
食
堂
の
状
況
を
参

加
者
に
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

こ
ど
も
食
堂
と
は
何
な
の
か
、
こ

れ
か
ら
実
施
し
て
み
た
い
と
検
討

し
て
い
る
方
へ
の
ヒ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
ま
さ
に
地
域

づ
く
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
み
な
さ
ん
の
理
解
を

少
し
ず
つ
広
げ
て
い
け
れ
ば
」
と

の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
各
地
域
で
こ
ど
も
食
堂

が
効
果
的
に
発
展
・
展
開
し
て
い

く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
支
援

に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

「広がれ、こども食堂の輪！」  全国ツアーｉｎぐんま

講演をする湯浅 誠 氏

パネルディスカッションの様子

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

社会福祉法人
群馬県社会福祉協議会

会長　片 野 清 明

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
平
成
三
十
年
の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
三
十
年
の
歳
月
は
ま
さ
に
光
陰
矢
の
如

し
で
、
ま
こ
と
に
早
い
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
平

成
の
当
初
は
、
バ
ブ
ル
経
済
の
終
焉
に
は
ま
だ
多
少
の

時
間
が
あ
る
状
況
の
中
で
、
国
に
お
い
て
は
福
祉
八
法

の
改
正
、
ゴ
ー
ル
ド
プ
ラ
ン
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
の
展

開
、
群
馬
県
で
は
二
十
年
後
の
平
成
二
十
二
年
の
福
祉

社
会
を
展
望
し
て
「
シ
ル
バ
ー
ト
ピ
ア
二
〇
一
〇
（
群

馬
県
長
寿
社
会
対
策
大
綱
）」
が
策
定
さ
れ
る
な
ど
、

今
日
の
超
高
齢
社
会
へ
の
備
え
が
目
に
見
え
る
か
た
ち

で
動
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
本
年
は
、
七
年
後
の
団
塊
の
世
代
の
後
期
高

齢
者
入
り
や
六
十
五
歳
以
上
の
老
年
人
口
が
ピ
ー
ク
と

な
る
二
〇
四
〇
年
を
見
通
し
つ
つ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
す
べ
て
の
世
代
に
わ
た
る
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
め
ざ
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
制
度
や
仕
組
み
の
見
直
し
の
方
向
づ
け
を
行
う

大
切
な
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
群
馬
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
引

き
続
き
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
を
は
じ
め
、
社
会
福

祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
継
続
的
な
取
組
、
新
た
に
期
待

さ
れ
る
役
割
や
事
業
へ
の
積
極
的
な
対
応
に
つ
い
て
、

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委
員
児
童
委
員
そ
し

て
社
会
福
祉
事
業
関
係
者
や
行
政
な
ど
多
く
の
方
々
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【日時】　 平成30年２月17日（土） 14時開演
【会場】　 群馬県社会福祉総合センター　大ホール
 （前橋市新前橋町13-12）
【内容】　 ① 「こいのぼりバンド&あいちゃん！」
 　 　　   出演：こいのぼりバンド（よーこママ・しー

なパパ・さえこさん）榊原あい（あいちゃん） 

②ロビー展示「子どもたちが喜ぶ手作りお
もちゃ展」

【入場料】　無料
【参加申込】　施設福祉課までご連絡ください。
	 　　ＴＥＬ 027-255-6034

　ぐんま子育て支援センター連絡会と群馬県社会福祉協議会は、
「つながれ　広がれ　子育て支援の輪」をテーマにぐんま子育て
支援フェスタを開催いたします。

平成 29 年度 ぐんま子育て支援フェスタ開催のお知らせ

しーなパパ　 よーこママ　 さえこさん　 あいちゃん
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平
成
28
年
６
月
に
「
だ
れ
で
も
広
場
」

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
住
所
・
年
齢
に
関
係

な
く
「
だ
れ
で
も
」
利
用
で
き
る
屋
内

広
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も

対
象
者
を
限
定
せ
ず
無
料
で
利
用
で
き

る
屋
内
広
場
は
珍
し
く
、
県
内
外
か
ら

見
学
の
依
頼
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
施
設
は
社
協
の
自
主
財
源
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
施
設
改
修
の
ほ
と
ん

ど
を
社
協
職
員
が
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

手
作
り
に
し
て
は
な
か
な
か
の
ク
オ
リ

テ
ィ
ー
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
で
、
是

非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
の
相
乗
り
に
よ
る

買
い
物
弱
者
支
援
事
業
「
さ
さ
え
あ
い

買
い
物
事
業 

あ
い
の
り
」
の
立
ち
上
げ

も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
も
完
全
な

社
協
自
主
財
源
事
業
で
す
。

　

地
域
の
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り

ま
す
！

NO.4

す
べ
て
の
人
を
対
象
に
！

「
だ
れ
で
も
広
場
」

　平成28年3月29日に福祉施設関係団体で締結し
た『社会福祉施設の災害時における相互応援に関
する基本協定書』に基づき、県内の社会福祉施設
が被災した場合の利用者避難や施設への応援体制
について検討・検証する機会として、図上訓練を
行っています。
　訓練2回目となる本年は、大雨の影響による①伊
勢崎市での水害、②前橋市・桐生市・太田市での
土砂災害の2つの想定の下、要配慮者の避難計画を
合わせた訓練として計画・実施しました。協定参
画団体では、それぞれの連絡網等を駆使し、施設
の被害状況や応援の必要の可否等を確認し、必要

な支援を当てはめることをイメージすることで、福祉施設の災
害に対する意識向上の機会とすることにつながりました。
　参加者からは、施設として要配慮者を守るための備えとして、
必要な情報の取り方、避難計画やＢＣＰの策定、さらには避難確
保のために周辺の社会福祉法人同士での助け合いという点も考
えておくことが大切なのではないかという意見が出されました。
　訓練を重ねることで得られる〝気づき〟の大切さを参加団体
と共有する機会となり、毎回の訓練をなお一層実りあるものへ
改善できるよう工夫していきたいと思います。

大雨による災害を想定して ～災害福祉支援ネットワーク図上訓練より

社会福祉法人
渋川市社会福祉協議会
〒377-0008
渋川市渋川1760番地１
TEL　0279-25-0500
FAX　0279-25-1721

渋川市社会福祉協議会
ホームページ

◀広い空間にたくさん
の遊具があります

▶大型ボールプールもあります

▲被害状況の確認を行う様子

▲支援可能な事柄を整理
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　「イクメン・オブ・ザ・イヤ

－2017」＊  で群馬県と群馬県保

育協議会が特別部門賞を受賞し

ました。育児を支える“保育”

の観点から質の高い保育イベン

トを開催していることが評価さ

れての受賞となりました。これ

からも積極的に

教育保育に取り

組んでいくと共

にイクメン支援

活動にも力を入

れていきます。

県 社 協 会 員 紹 介

授賞式の様子（ららぽーと豊洲）
右から３番目、荻澤群馬県副知事
右から２番目、群馬県保育協議会 佐藤会長

＊後援に厚生労働省、特別協力に厚生労働省委託事業イクメンプロジェクトの支援を受ける全国規模のイベント。
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イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　群馬県福祉マンパワーセンターおよび高崎市・太田市福祉人材バンク
では、福祉人材無料職業紹介事業を実施しています。ぜひお気軽にご利
用ください。
○福祉の仕事希望の方
来所による求職登録か、インターネットによる登録も可能です。登録し
ていただくと、毎月1回の求人情報誌等の郵送や、イベント情報などをお
知らせいたします。
○福祉施設等での職員を募集の方
インターネットでの事業所登録、求人登録が便利です。
○その他事業
福祉のイメージアップ（高校生向けセミナー、就職ガイダンス）や、福
祉分野の人材確保や定着（福祉人材確保就職面接会等）など実施して
います。

インターネットによる求人情報検索
モバイル（携帯電話）版　　https://www.fukushi-work.jp/

　

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

障
害
が
あ
り
な
が
ら
必
要
な
福
祉
支
援
を
受
け
て
い

な
い
た
め
、
再
犯
を
繰
り
返
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
「
司
法
」
か
ら
「
福
祉
」
へ
橋
渡
し
を

す
る
こ
と
に
よ
り
罪
を
犯
し
た
障
害
者
・
高
齢
者
の
社

会
復
帰
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

本
県
で
は
、
セ
ン
タ
ー
開
設
に
併
せ
て
知
的
障
害
者

福
祉
協
会
内
に
「
定
着
支
援
委
員
会
」
を
設
置
し
、
刑

務
所
等
の
見
学
や
研
修
会
を
開
催
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
・
情
報
の
共
有
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
支
援
の
網
の
目
か
ら
漏
れ
、
自
ら
声
を
あ
げ

る
こ
と
が
出
来
な
い
方
に
必
要
な
支
援
が
届
く
よ
う
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

編
集
委
員
（
群
馬
県
知
的
障
害
者
福
祉
協
会　

 
事
務
局
長　

浅
海　

勝
）

�

群
馬
つ
つ
じ
会
と
は
ど
ん
な
会

で
す
か
。
ま
た
、
会
の
理
念
や

方
針
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

（
吉
邑
会
長
、
以
下
（
吉
））
全

国
組
織
み
ん
な
ね
っ
と
に
属
し
、

群
馬
県
の
地
域
・
病
院
家
族
会

15
の
連
合
会
で
、
精
神
疾
患
を

抱
え
る
患
者
の
家
族
の
任
意
団

体
で
す
。
昨
年
30
周
年
を
迎
え
、

現
在
の
会
員
数
は
３
５
０
名
で
す
。

会
は
、
県
内
の
会
員
相
互
の
連

携
と
と
も
に
、
精
神
障
害
者
の

社
会
復
帰
や
医
療
、
福
祉
の
学

習
と
、
外
部
へ
向
け
て
の
啓
発
活

動
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

�

家
族
会
に
参
加
し
て
、
変
わ
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

（
萩
原
さ
ん
、
以
下
（
萩
））
息

子
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
、
将
来

の
こ
と
や
地
域
の
人
と
う
ま
く

や
っ
て
い
け
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

心
配
が
一
番
で
し
た
。
で
も
、
家

族
会
の
研
修
や
勉
強
会
に
参
加

す
る
こ
と
で
親
も
病
気
に
対
す

る
理
解
が
深
ま
り
、
先
輩
方
や

周
り
の
方
に
支
援
を
い
た
だ
き
、

私
自
身
も
変
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

今
は
息
子
も
非
常
に
良
く

な
っ
て
、
仕
事
に
行
き
、
縁
あ
っ

て
結
婚
し
、
子
ど
も
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
病
気
を
通
し
て
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
が
高
ま
り
、
い
い

絆
が
で
き
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

（
藤
澤
さ
ん
、
以
下
（
藤
））
娘

が
病
気
に
な
っ
て
、
８
年
前
に
家

族
会
に
入
会
し
、
研
修
や
勉
強

会
に
行
っ
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
少

し
ず
つ
で
も
す
ぐ
に
実
践
す
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
今
、
娘
は
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
し
て
い
ま

す
。
お
互
い
に
一
番
い
い
距
離
を

保
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
う

ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

で
も
、
息
子
の
協
力
も
あ
り
、

家
族
会
に
入
っ
て
か
ら
は
友
人
に

も
「
人
間
が
柔
ら
か
く
な
っ
た

ね
」
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
歩
ず
つ
前
進
し
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

�

今
後
の
課
題
は
ど
ん
な
部
分

だ
と
思
い
ま
す
か
。

（
吉
）
精
神
の
分
野
は
、
知
的
、

身
体
に
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
た
め
、

同
等
の
福
祉
医
療
制
度
の
充
実

を
望
ん
で
い
ま
す
。

　

相
談
先
が
分
か
ら
ず
、
困
っ
て

い
る
方
々
の
た
め
に
正
し
い
情
報

伝
達
の
環
境
整
備
の
必
要
性
を

あ
と
が
き

萩
原 

正
美 

さ
ん

（
の
び
る
会
会
長
）

藤
澤 

一
枝 

さ
ん

（
あ
ざ
み
会
会
員
）

感
じ
ま
す
。
ま
た
退
院
促
進
が

進
め
ら
れ
て
い
る
中
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
等
の
受
け
皿
の
充
実
を

求
め
、
親
亡
き
後
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

�

福
祉
ぐ
ん
ま
を
読
ん
で
い
る

方
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

（
吉
）
会
で
は
、
年
2
回
、
県
内

各
地
を
回
っ
て
一
般
向
け
の
相
談

会
を
行
い
専
門
職
の
方
が
対
応

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度

よ
り
、
私
た
ち
会
員
に
よ
る
個

別
相
談
会
（
隔
月
）
を
始
め
、

同
じ
立
場
で
困
っ
て
い
る
方
々
の

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

精
神
疾
患
は
い
つ
誰
が
な
る
か

わ
か
ら
な
い
病
気
で
す
。
中
途
障

害
の
つ
ら
さ
を
、
病
人
も
家
族

も
抱
え
て
し
ま
い
ま
す
。
周
囲
の

あ
た
た
か
い
理
解
に
よ
り
、
皆

が
共
生
で
き
る
社
会
を
望
ん
で
い

ま
す
。「
小
さ
な
こ
と
で
も
、
で

き
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
お
悩
み
の
方

は
、
ぜ
ひ
、
群
馬
つ
つ
じ
会
の
門

を
叩
い
て
く
だ
さ
い
。

(

事
務
局
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福祉ぐんま

吉
邑 

玲
子 
さ
ん

つ
つ
じ
会
会
長

　

精
神
疾
患
を
抱
え
る
方
の
家
族
会「
群
馬
つ
つ
じ
会
」。
ご
家
族
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
精
力
的
に
活
動
す
る
、会
長
の
吉
邑
玲
子
さ
ん
、会

員
の
萩
原
正
美
さ
ん
、藤
澤
一
枝
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

群
馬
つ
つ
じ
会

撮
影
当
日
は
、
家
族
会
の
皆

さ
ん
の
研
修
会
で
し
た
。
相

談
す
る
側
、
さ
れ
る
側
に
分

か
れ
て
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
熱

演
。
先
生
の
お
話
に
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

応援します、福祉の仕事
� ～ハートを活かせる福祉の仕事を紹介します～


